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』 を ど う教 え るか
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1「 鯉』の構造

井伏鱒二の 『鯉』 という作品は1行 あきによって,自 然に4つ の形式段落

に分 けられている。 この4つ の形式段落を,4つ の場面 として考 える。場面

とともに鯉のすみかが移 ってい く。その展開に従って小見出しを設ける。『鯉』

の構造を次のように示 して置 こう。()内 は場面 を区切 る本文の表現だ。

場面1

場面2
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面

面

場
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友 人 か ら貰 った 鯉 一 瓢 箪 池 」か ら 「泉 水 」(冒 頭 か ら 「… …

姿 を見 せ な か っ た 。」)

1)鯉 との 出 会 い(冒 頭 か ら 「… … 語 りあ っ た りし た。」)

2)鯉 を瓢 箪 池 へ(「 下 宿 の 中 庭 に … … 姿 を見 せ な か った 。」)

3)鯉 との再 会(「 その 年 の冬 … … 安 息 な 呼 吸 を して ゐた 。」)

4)「 泉 水 」へ(「 私 は相 談 す るた め … … 池 の 中 に深 くは い っ た 。」)

「泉 水 」 との別 れ(「 それ か ら六 年 目 の初 夏 … …食 べ て し まっ

た わ け で あ る。」)

「プ ー ル 」 に泳 ぐ鯉(「 私 は鯉 を… … 降 りて きた
。」)

「私 」 の 白色 の 鯉(「 冷 た い季 節 が 来 て … … 私 は す っ か り満 足

した 。」
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2『 鯉』の作 品分析

前節で示 した 『鯉』の構造 を踏 まえて,場 面 ごとに 『鯉』 を分析 しよう。

場面1

すでに数年前か ら私 は一ぴ きの鯉 になや まされて来た。学生時代 に友

人青木南八(先 年死去)が 彼の満腔の厚意から私にこれをくれた もので

あるが,(中 略)鯉 は其の当時一尺の長 さで真白い色 をしてゐた。

私が下宿の窓の欄干ヘハンカチを乾 してゐる時,青 木南八はニウムの

鍋の中に真 白い一ぴきの大きな鯉 を入れて,其 の上に藻 を一ぱい覆 った

のを私に進物 とした。私は,彼 の厚意を謝 して今後決 して白色の鯉 を殺

しはしないことを誓った。

『鯉』は 「私」の回想によって終始する。冒頭部分か ら情景描写 と 「私」の

心理的説明を通 して,鯉 をめ ぐる 「私」 と友人に関する基本的な情報 を読み

手に提供 している。しかし,情 景描写 と 「私」の心理説明はマッチ していな

い部分があるため,提 示された情報はそのまま呑み込めない。ここで芥川竜

之介の 『蜜柑』1)に書かれた冒頭部分を思い出 し,両 者の表現効果を比較 した

い。

ある曇った冬の日暮れである。私 は横須賀発上 り二等客車の隅に腰 を

下 ろして,ぼ んや り発車の笛を待っていた。 とうに電灯のついた客車の

中には,珍 しく私のほかに一人 も乗客はいなかった。外を覗 くと,う す

暗いプラットフオムにも,今 日は珍 しく見送 りの人影さえ跡を絶って,

ただ,橿 に入れられた小犬が一匹,時 々悲 しそうに,吠 え立てていた。

これらはその時の私の心もちと,不 思議なくらい似つかわしい景色だっ

た。私の頭の中には云いようのない疲労 と倦怠とが,ま るで雪曇 りの空

!)芥 川竜 之 介 『蜜 柑 』(「芥 川竜 之介 全集 」,筑 摩 書房),1986年 。
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のようなどんよりした影を落 としていた。

両者 とも情景の細部が克明に写実されている。しかし,『蜜柑』では,「曇っ

た冬の日暮れ」,「見送 りの人影さえ跡 を絶っ」た「うす暗いプラッ トフオム」,

「櫨 に入れられ」,「悲 しそうに,吠 え立てていた」ただ一匹の小犬などのリア

ルな情景描写のうえに,「疲労 と倦怠」につきまとわれて,「 ぼんや り発車の

笛を待 っていた」「私」の心理的説明が加わると,情 景 と登場人物 の内面世界

はぴった り一致 し,そ れがそのまま読み手に伝わ り,読 み手 に強いイメージ

を与 えると同時に,自 ずから 「私」 との共鳴を引き起 こす。

しかし 『鯉』では,「私」が鯉 と出会った時の状況,鯉 の大 きさ,色,入 れ

物などが綿密に書かれていなが ら,「私」と友人の心情 についての表現は,「満

腔の厚意」という抽象的な説明や,「進物」,「殺 さない」といった誇張になっ

ている。画面に映 る状況 と登場人物の心の動きとの間には,か な りの空間が

感 じられる。『蜜柑』のように隙間なく照 らし合っているのではなく,読 み手

に疑問を感 じさせるような空 白が存在 しているのだ。そのため,読 み手 はす

んなりと作品の世界に入れないが,作 品と距離を保ちつつも,文 章を読み進

んでい く。空白は読み手の想像 にまかせ られている。

『鯉』は 『蜜柑』のように,す ぐ読み手 を共感させることはないが,そ れだ

け読み手 に想像の余地を与えるように描かれているといえる。読み手の創造

力を強 く刺激 し,作 品の世界 を読み手 に思い描かせることに成功している。

「私」は鯉を一旦下宿の瓢箪池に放ったが,理 想的な場所ではないので,「不

安」に思う。友人への誓いを果たすだけではな く,も し鯉が死んだ ら,と 鯉

そのものへの愛情が生じたためで もあろう。「私」はまもなく素人下宿へ移 っ

た とき,「網 を持ってゐなかったので」,鯉 を連れてい くことを諦 めた。網が

ないなら,買 うなり借 りるな りすればいいのに,な にも鯉を連れていけない

理由にはならない。しか し,そ れを大 まじめで言い立てるところに可笑 しさ

がある。

「彼岸が過 ぎて漸 く魚釣がで きはじめてから」,「私」は瓢箪池へ鯉を釣 りに

行った。鯉は容易 に釣 り上げられない。鯉 はまだ生 きているか,ど うなって
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いるか,「 私」は苛々 していた。以前の下宿の主人 はいつでも 「私」に彼の瓢

箪池か ら魚を釣 らせて くれるのだろうか。 それ も気掛か りだ。「漸 く八 日目

に」,「目的の鯉」を釣 り上 げた。

前後2つ の 「漸 く」は鯉に対する 「私」の懸念を示 し,「 目的」という言葉

には,鯉 が魚釣 りの目的物 になっていることも理解できるし,贈 りものを大

事にする約束 を守 る努力の結果 として,理 解することもで きる。目的物を「漸

く」手 に入れた安堵 と,こ れか らも約束を守るために,努 力していかなけれ

ばならないという圧迫感 一 この二つの感情が,「目的」とい う一語 によって,

「内包 しうる」「語法」2)が使われている。

鯉 を粗末にしたことを反省するかのように,「私」は 「注意深 く」鯉の寄生

虫 を除いた。友人の 「満腔の厚意」 を象徴す る鯉 というより,生 き物 として

の鯉 に対す る 「私」の一種の愛着 を感 じさせ られる。素人下宿には鯉 を飼う

場所がない。困った 「私」は,「寧ろ」「こいつを殺してしまってや らうか」

とまで思った。

「寧ろ」は
,2つ の事柄のうち,あ れよりもこれを選ぶ,ま た こちらの方が

よりよい という比較 ・選択の気持ちを表す語である。「……てやる」は,「一

発殴ってやる」,「一寸計算を誤魔化 してやる」などと使 うように,一 般 には

動作が他に及ぶことを示す語である。その外に,相 手のためにしてあげる,

という場合 もある。 ここの例 としては,特 に 「相手のために……」の意味 と

して使われていると思 う。

鯉 を洗面器の中に閉じ込めたり,あ るいは瓢箪池に入れて虫に喰われた り

するより,殺 した方が鯉のためだというのではないか。鯉 に対す る 「私」の

気持ちがやさしいか らこそ,乱 暴な言葉が使えた。短い2行 によって,「 私」

の悩んだ様子が書き込 まれている。しか し,「私」の荒々しい思いを秘 めた仕

業 にも鯉はいつ も穏やかな態度で応 えた。鯉の安息な表情 を見て,「私」は殺

2)ウ ィ リア ム ・エ ンプ ソン 『曖 昧 の七 つ の型 』(岩 崎宗 治訳,研 究社,1985年),

35ペ ー ジ。
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す ことを思い止 まった。

幸い友人の承諾を得て,「私」は鯉を彼の愛人が所有する広い泉水に預 ける

ことになった。鯉 をその泉水に入れていなが ら,「私」は鯉を所有する権利 を

主張 した。

友人か ら貰った鯉を約束通 りに,大 事 にする 「私」の気持ちを示 している

とも理解で きるが,「必ず」というほどの 「力説」には,鯉 を支配する権利 を

失いた くない,「私」の願望を表す言葉 としても理解できる。

所有権 をめぐる争いがありもしないのに,それを力んで主張 したところは,

お もしろい。 さらに 「所有権」を強調することは,決 して相手 に対す る 「追

従」の意味 として受け取 られない筈だが,青 木の顔色が 「疎 ましく」なった

のは,青 木に 「対 しての追従だ と思ったらし」い,と 理由づけられている。

実際,「 寧 ろ……追従だ」 と書かれているように,「私のこの言葉」そのも

のは,友 人の機嫌 を取るというより,鯉 を自由に所有 したいという意味だけ

なのだ。「私」の主張に対 して,友 人の受 け止め方はズレているように描かれ

ている。

「矛盾やい くつかの陳述 によって,結局なに一つ述べていない」3)が,にもか

かわ らず,こ の複雑 な内容 を超 えて,「私」と友人 との打ち解 けた友情,鯉 に

対する 「私」の執着心を覗 くことがで きる。 この くだ りに隠れている意味 は

以下のようにも解釈できよう。鯉 を飼 うのが面倒臭いから,厄 介払いのため,

青木の愛人の泉水 に預けるのではない。入れる場所がないので,入 れて貰 う。

鯉のために入れてもらうのだ。鯉を大切にする気持ちは変わっていない。こ

れは友人 に対 して誓 った約束 を守るというより,鯉 に対する 「私」の愛情,

と考えられる。

殺さない約束から所有権の主張に変わっているのは 「ず らし」である,と

亀井秀雄 は指摘 している。「ずらし」は本来の意味か らちょっと滑 り動かして,

3)ウ ィ リア ム ・エ ンプ ソ ン 『曖昧 の七 つの型 』(岩 崎宗 治訳,研 究社,1985年),

327ペ ー ジ。
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あるいは知っていて知 らぬふ りで表現することだ。このようにすると,直 接

表現するより,講 がかかっているように,意 味がぼやけてくる。なぜはっき

りさせる表現の仕方があるのに,わ ざとはっきりさせないのか。分か り切っ

て透 き通 った ものは,場 合によって,読 み手にとっては意味がな くなり,つ

まらな く思う。霧がかかったような描写 は,神 秘な感 じを与え,意 味があ り

そうに思わせる。

作品がその意味 を直接指摘するより,読 み手の想像 を刺激するような遠回

しの表現 は,深 みと重みを与 えて くれる。直接には 「私」が鯉 を好 きだと書

いていないのだが,鯉 に対する 「私」の愛着をきちんと表現 している。

一方
,こ の食い違 った表現によって,「私」と友人及び友人の愛人 との関係

も奇妙に揺れてくる。鯉を泉水 に放ったことで,「 私」には友人の愛人 との繋

が りができる。そこで 「私」は鯉の所有権 を主張 した。青木は 「私」の気持

ちをうさん くさく思い,「私」も青木が抱いた疎ましさの思いに敏感 に気付い

たが,疎 ましさには直接反応せずに 「ず らし」た。 この 「ず らし」 は一種の

ユーモアをも生み出している。

行 をあらためて,「鯉は私の洗面器の水 と共に池の中に深 く入った。」 と書

かれて,場 面1を 閉 じる。「洗面器の水」をわざわざ 「私」のだ と限定したの

は,「私」が瓢箪池か ら鯉を釣 り上げ,鯉 の虫を除いて,「 洗面器に冷水を充

たして其の中に鯉を入れた」などと書いたように,「 私」の鯉に対する手厚い

世話 を含めて,「 魚の所有権」は 「私」にある,と 力説 した 「私」を裏付ける

叙述だ。

場面2

6年 後,友 人が亡 くなった。友人の死に関して,彼 の母親の涙,愛 人 の靴

が取 り上げられる。その日 「大小二十四個の花 をつけたシャボテンの鉢を」

持っていった 「私」の行動 については,細 やかに語っているが,「 私」の気持

ち自体 については,触 れていない。「一刻 も早 く……白色の鯉 を持って帰 りた

いと思った」のも,友 人が鯉のことについて,一 度だけ 「疎 ましい顔色 をし
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た」からだ,と 書かれている。情景描写の細やかさと心理描写の素っ気なさ

が冒頭 と同じ食い違いを見せている。情景は映像できちんと抑えているのに,

「私」の心の動きははっきりと書かれていない。 このため,読 み手 はここでも

「私」 に同化 し切れず,第 三者,観 客の席に坐ったまま,『鯉』の世界を眺め

ることになる。

このような表現の仕方は,小 説の神様 と称 される志賀直哉の作品にも見 ら

れる。『母の死 と新 しい母』4)では,主 人公「私」が新 しい母 と二人だけで初め

て口をきいた際の情景 と気持ちが,次 のように描かれている。

翌朝私が起 きた時には母 はもう何か一寸 した用 をしてゐた。私は縁側

の贅子で顔を洗ったが,毎 時やるや うに手で漢がなんとな くかめなかっ

た。

顔を洗ふ と直 ぐハンカチを出して母 を探 した。母 は茶の間の次の薄暗

い部屋で用をしてゐた。私 は何か口籠 りなが らそれを渡 した。

「ありが とう」かういって美 しい母は親 しげに私の顔 を覗 き込んだ。二

人だけで口をきいたのはこれが初めてであった。

渡すと私は縁側 を片足で二度つつ跳ぶ馳 け方をして書生部屋に来た。

書生部屋に別に用があったので もなかった。

一連の細部の描写につづいて,「毎時やるように手で漢が何 とな くかめな

かった」 と,最 後に 「書生部屋 に別に用があったのでもなかったが」 と説明

されている。唐突そうに見えるが,「 私」の落ち着かない気持ちと言葉に出せ

ない嬉 しさが十分描 き出されている。 ここでは 「私は嬉しくてたまらなかっ

た」などと直接書いたら,情 景描写 とはマッチするが,行 間の深い味わいが

すっか りな くなってしまう。

『鯉』では,い わば,親 友を失った悲 しみを真正面から描かず,そ の周辺 を

淡々 と述べたことが,友 人に対 して,な にもできなかった 「私」の悔やみを

4)志 賀直哉 『母 の死 と新 しい母 』(「志 賀直 哉集 」,現代 日本文 学大 系34,筑 摩書 房,

1968年),202ペ ー ジ。
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深 く感 じさせ る。

友人の母親や友人 の愛人の放心状態 とくらべ,シ ャボテンの鉢 を持 って

いった 「私」は,余 りにも場違いだ,と 悔やみ,友 人の家に入ることができ

なかった,と 理解できる。「大小二十四個の花 をつけた」珍 しいシャボテンの

華やかさと対照することによって,言 葉で表 し切れない 「私」の胸中の空し

さが伝わって くる。

「少しも増があかなかった」青木の母親の涙 も,赤 の他人に向かって流れる

筈がない。息子の親友である「私」だったので,激 しく流れた。枢の上のシャ

ボテンの鉢は,青 木の母親がそれを息子の角帽の横 に並べたのだ,と 想像が

つき,「私」と友人 の繋がりが窺われる。その後 に 「……鯉を持 って帰 りたい

と思った」 と書かれている。

ここまでを辿って,こ れは 「私」の友人の唯一の形見 としての鯉を取 り戻

したい素直な気持ち として,理 解 しやすい。 また,友 人を通 して付 き合 って

いた友人の愛人 も,お そらく友人の死 によって,も う赤の他人 になってしま

うはずなので,友 人の形見 としての鯉をこれ以上預 けるわけにはいかず,L

刻 も早 く」釣 り戻すことによって,一 人 占めにしたいのではないか,と 考え

てもおかしくはない。だが,こ れに続いて,す ぐ,

青木南八が私 に対 して疎 ましい顔色 をしたのは,か つて鯉のことにつ

いて一度だけであったからである。

と付け加 えられている。すると,「持 って帰 りたいと思った」のは,鯉 に対 し

ての 「所有権」を実現しようとするためではないか,と も思われてくる。鯉

を取 り戻 したい気持ちはぼやかされてしまう。

「可憐 な女靴」の描写を追求すると,愛 人 との関係が纏わって くるように感

じられる。靴 そのものは感覚,感 情を持つはずはない。人によってはその靴

から靴の持ち主に対する感覚,感 情を連想することができる。たった一つの

形容詞 と一つの名詞か らなっている 「可憐 な女靴」 という表現は,な にも明

らかにしていない。 しか し,読 み手は 「私」がその靴の持ち主に対 して好意

を持っていることを推測することができる。
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「可憐 な女靴」を見て,「私」は玄関に入 らなかった。「私」は青木の 「一度

だけ」の 「疎 ましい」顔色 を案 じて,「一刻 も早 く」泉水か ら鯉を持 って帰 り

たい と思った。その理由 も推 し量 ることができよう。

鯉は 「私」 と青木 とのあか しであるため,人 に任すわけにはいかない。そ

して鯉を通 して,愛 人 との関わ りを継続させ るのは 「私」の気持ちが許さな

い。鯉 と彼女を引 き離すため,「私」 は鯉 を取 りに行かざるを得なかった。

(青木の霊魂が私を誤解 してはいけないので,こ こに手紙の全文 を複写

する)

この言葉は二回繰 り返 されている。読み手だけを意識 して,ス トレー トに

手紙 を書けば,「誤解」はなにも起 こる筈がない。青木に気を使 う心情 を読み

手に披露 しながら,あ くまで も読み手 に面 と向かって,青 木 と 「私」 との話

を進めるように書かれると,か えって 「誤解」 を引き起 こしがちだ。

また,亡 くなった 「友人の霊魂」に対 して配慮する必要がむ しろない と思

われることを,大 げさに小心者ふ うに対応す る行動を取 るところに落差があ

る。 この落差 によって,ユ ーモアが紙面に溢れるようになる。

「私」の手紙 はいやに勿体ぶった漢文調を使い,そ れを読 むと 「私」と友人

の愛人 との堅苦 しい関係 を感じる。だが,特 にどうということもない用件を

大仰な表現で書 くと,か えって滑稽 に思われる。普通ならば,「鯉を釣 る」と

書 くところが,「 池畔に釣 り糸を垂れる」 と書かれている。「私」のユーモラ

スで瓢然 とした性格が現れて くる。

彼女の返事 には複雑なものはいっさい書かれていない。だが 「御遠慮なく

魚だけをお釣 りくださいまし」 というところは気掛か りだ。鯉を釣 るので,

普通 はどうぞご自由に鯉 を持っていって ください という。 しか し 「だけ」 と

いう言葉を使 うと,余 計なことをしないで くださいとも思われ,の ちに枇杷

を食べる情景 を引き出す伏線になろう。

漢文調で書かれた手紙の堅いイメージとは反対 に,鯉 を釣 り戻す くだ りは
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のびのび とした雰囲気が感 じられる。「私」は人の目にはぼかることは別にな

いのに,「忍び込んだ」とか,わ ざと悶着が起 こりそうであるかのように描い

ている。「若 しもの証拠に手紙 の返事 を持って来れぼよかったのである」と書

いているものの,む しろ必要以上 に人の誤解 を避けようとする装いの表現に

思える。

『鯉』の中で,友 人の愛人が登場するのは3箇 所 しかない。1回 目は,鯉 を

泉水に入れる際,彼 女は間接に友人 と 「私」の会話にのぼった。2回 目は,

すでに友人がなくなって,「 私」は死者の家の土間に「急ぎ足に脱いであった」

友人の愛人の 「可憐な女靴」を見たが,「 可憐な女靴」の持 ち主の顔 は依然 と

して出ていなかった。

3回 目は,前 の2回 よりかなり具体的なイメージとして現れたが,そ れに

して も単なる手紙 一 友人の死去した後,一 刻 も早 く預 けてあった白色の鯉

を泉水から釣 り上げ,持 って帰 りたいという 「私」の常識 はずれの要求を許

した返信一 の文面を通 してであり,一 向に姿 を見せていなかった。

友人の愛人はどんな容姿をしているか,何 とい う名前 なのか,ど のような

性格を持っているか,『鯉』には何も書かれていない。 にもかかわらず,そ の

「可憐な女靴」,手 紙の達筆な文面,ま たは青木がな くなってすぐ鯉 を釣 り戻

したい 「私」の勝手な願いに対する許 しなどの少ない描写を拾い合わせれば,

彼女は大変可憐で優 しくて魅力的な少女だと想像がつ く。彼女については,

長谷川泉がこう述べている。

彼女は,『鯉』の中で,ほ んの僅かな,し か もほとんど間接的な記述 を

与えられている少女に過 ぎないが,な ん と魅力的な少女であることか。

私はこの無名の少女をたたえる5)。

この「可憐」な少女が友人 と私との間に存在していたからこそ,友 人 と「私」

との関わ りは,ひ としお生 き生きと浮 き彫 りにされ,『鯉』という物語に膨 ら

5)長 谷川 泉 「鯉 一 近 代名 作鑑 賞(10ト 」,『国文 学解釈 と鑑 賞』(第23巻10号,

至文 堂,1958年10月),158ペ ー ジ。
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みを持たせ ることができた といえよう。あんなに 「可憐」な恋人がいたのに,

若いうちにな くなった友人が一層惜 しく思われるとともに,青 木南八 自身の

魅力が輝いて くる。

さらに 「私」にとっても魅力のある若い彼女が友人の愛人 として,友 人 と

「私」の間に立っことによって
,「私」の立場 と心情が複雑に感 じとられ,「私」

の悩みはより深刻に浮かんで くる。

場面3

「私」は早稲田大学のプールに鯉を放った。その夏,「 私」 は毎日の午後,

プールで泳いだ学生達の水泳ぶ りを見 に行 った。その 「見物」は,す でに 「失

職 していた」 自分 には 「最 も適切なもの」だ と思う。

「適切」はぴった り適合する様子を意味するが
,こ こではむしろ同一語の自

嘲的な響 きを利用している。これによって,「 私」の暇を持て余している,ま

た孤独 になっているや り切れない心境がよく分かる。エ ンプソンの述べたよ

うに,1つ の単語の「2つ の意味」,「曖昧の2つ の価値が コントラス トによっ

て限定 された2つ の対立する意味をなし,そ のために全体的効果 として」,登

場人物の「心の中の基本的分裂を示して」6)くる。「適切」と言いなが ら,実 際

は不適切だ というのだ。

ある夜明けに,朝 のすがすが しい空気を吸 うため,「 私」はまたプールに足

を運んだ。「私」の孤独について,

誰 しも,自 分 はひどく孤独であると考へた り働かなければいけない と

思った り,或 はふ ところ手をして永いあひだ立ち止 まった りするもので

ある。

と,ま るで他人のことを述べているようだ。実際友を失い,失 職 もしていた

「私」の淋 しさと悩 みは深刻だが,他 人の目で見た角度で書 くと,そ の深刻さ

6)ウ ィ リアム ・エ ンプ ソ ン 『曖昧 の七 つ の型』(岩 崎 宗治 訳,研 究 社,1985年),

357ペ ー ジ。



242 人 文 研 究 第95輯

が薄れていく。逆 にここで書いているように,「私」は他人の立場によって,

他人の口を借 りて,自 分の境遇 を言い出す と,効 果 をより高めることができ

る。

一方,す べての人の一般的な習慣 として書いているわけだが,実 は 「誰 し

も」そうするとは限らない。それをいかにももったいぶって,こ う書かれる

と,思 わず微笑みを誘 う。

「鯉が!」 「私」は突然 「プールの水面近 くを泳 ぎまわってゐる」「私の白色

の鯉」を「発見 した」。静かに流れる作品の中にあって,「鯉が!」 とい う「私」

の叫び声が,感 情の高まりと共 に,場 面 を鮮やかに切 り換える。それまでの

暗 くて,淋 しくて,う っくっした心境を劇的に突 き破 った。「鯉が!」 という

短い一語が,強 い響 きで,読 み手 に迫って くる。

「私」の鯉 は,学 生に代わって,燕 に代わって,プ ールの主人公 になる。「私」

の鯉は,「巧みな水泳ぶ り」にとどまることな く,与 えられただけの環境 を「巧

にひろびうと扱ひわけて」,ま るで 「王者」のような存在であった。

(前略)私 の所有 にかか る鯉 をどんなに偉 く見せたか もしれなかったの

だ。

私はこのすぼらしい光景に感動のあまり涙を流 しなが ら,音 のしない

や うに注意して跳込み台から降 りて来た。

ここでは登場人物はもはや 「私」だけだ。「私」と鯉だけの世界 になる。振

り返れぼ,鯉 が初 めて登場 した時では,「一尺の長さで真 白い色をしてゐた」。

瓢箪形の池から釣 り上 げた時,「 鯉は白色のまま少 しも痩せていなかった」。

「私」は無花果の葉の下の鯉を殺そうか と思って,幾度 もつ まみあげてみたが,

「鯉はその度毎に口を開閉さして安息な呼吸をしてゐた」。「鯉は私の洗面器の

水 と共に」友人の愛人の泉水の中に 「深 く入った」。そして早稲田大学のプー

ルにおいて,鯉 は 「ここにあっては恰 も王者の如 く泳 ぎまわってゐたのであ

る」。

鯉 についての描写は,静 的なイメージであったが,こ こでは一転 して大変

ダイナ ミックな表現に変わる。 こういう鯉の描写か ら,孤 独になった 「私」
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の切ない気持ちとが対照 され,自 然に 「涙を流 し」た という 「私」の内面的

世界が,初 めて生の形で表現 される。読み手 も 「私」の素晴 らしい感動に共

鳴する。松本鶴雄が述べている通 りだ。

鯉の雄姿には現在のうっくつした自我か ら自己を解き放ちたい という

希いがこめられているだけに,そ の小説のクライマックスは美しく,う

ら悲 しい甘美な光景が読む者の心を射 るの7)で ある。

鯉は,プ ールの中で どんどん大 きくなり,「私」のイメージそのものに昇華

していく。「枇杷の実を無断で食べてしまった」「私」なのに,鯉 の逞 しく泳

ぐ光景を見て,感 動の「涙 を流 しながら」,静 かに「跳込み台から降 りて来た」

のだ。

一方,も う一度 「所有権」 を力説する場面が思い出される。友人の 「厚意

を謝 して」,決 して 「殺 しはしない」と約束 した鯉は,か つて飼 う場所がない

ので,友 人の愛人の泉水に入れたことがあった。その時,「私」は鯉 を所有す

る権利を力んで主張 した。

友人が亡 くなることによって,鯉 を殺さない約束 は事実上解消されると同

時に,鯉 を友人 の愛人の泉水から釣 りだし,早 稲田大学のプールに放つ こと

に伴って,鯉 は 「私」 と一定の距離を保つことができた。

にもかかわ らず,「 私の鯉」,「私の所有にかかる鯉」を繰 り返す。友情 とし

ての鯉 というより,「私」の思い,気 持ちを託す精神的な象徴 として,浮 き彫

りにされて くる。そこに友人への思いももちろん寄せ られている。しか し,

それだけには限 らないだろう。プールでは学生達の元気で,朗 らかな姿が描

写 されながら,鯉 が現れなかった。それから鯉が登場 した。鯉が見っかった

「私」の嬉 しさ,新 鮮 さを,繰 り返した 「私の」,「私の……」という表現で強

く示している。「私」は鯉 を通 じて様々に悩んで,苦 しんで,心 配 もしてきた。

そこへ自分の様々な気持ちを漂 らせて生 きている鯉の元気な姿を確認するこ

7)松 本鶴雄 『井伏鱒 二 論』(冬 樹 社,1978年),58ペ ー ジ。
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とがで きた。自分の思いが成就 され,思 わず胸が打たれ,落 涙 したのではな

いか。

プールの くだ りは 『鯉』のやま場 のように見える。友 を失い,失 職 した悲

しみ も,鯉 が王者のように自由自在に泳 ぐのを見て,慰 められる。ここで『鯉』

の幕を閉 じて もおかしくはない。美しい結末 とさえ見 えるのだ。

書き手 は 『鯉』を発表して数十年たってから,一 時 はこの場面で終わ り,

最後の部分 を 「きることにしよう」 と発言 した ことがある。なぜ結局切 らず

に済んだかはこの論文の取 り上げる問題ではないが,こ こで終わってしまう

と,作 品の味わいはかな り異なってしまう。

『鯉』は友人への思いが鯉への思いになって,そ のLぴ きの鯉になやまさ

れてきた」人間の複雑な悲 しさを物語る話だ。冒頭ですでにイメージ付けら

れているように,『鯉』の底辺に流れているのは,感 動ではなく,感 傷や哀愁

なのだ。場面 は感動 した夏の早朝から,寒 い冬 に移ってい く。

場面4

冬 になると,氷 が張 り,鯉 の姿 は見えな くなった。にもかかわらず,「 私」

は,「毎朝 プールのほとりへ来てみることは」やめなかった。鯉には直接めぐ

りあえないが,プ ールに来 ることだけでも,「私」の気持ちは納得 しただろう。

夏から半年立 っても,「私」 は鯉の ことを忘れていない。

「私」 は氷の上に 「小石を投 げて遊んだ」。大人の仕業 らしくないが,「私」

の淋 しい気持ちを 「氷の上 を滑って」「たてた」小石の 「冷たい音」で書き表

し,作 品は清洌な感 じに満ちあふれて くる。

氷の上に薄雪が降ったある朝,「私は長い竹竿を拾って来て,氷 の面 に絵を

描いてみた。長さ三間以上 もあらうといふ魚の絵であっ」た。「当時一尺の長

さ」から氷上の 「三問以上 も」大きく成長 した鯉の絵 には,「すでに数年前か

ら」という多 くの時間的な経過を示すと同時に,今 まで鯉に込 めてきた 「私」

の思い も強 く現れている。「私の考へでは,こ れは私の白色の鯉であった。」

『鯉』では,「 白色」という言葉が頻繁 に出ている。「一尺の長さでまっ白い
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色をしていた」鯉,「 白色のまま少 しも痩せてはいなかった」鯉,「 私の白色

の鯉」などと9回 も繰 り返されている。「白い」は鯉の色である。同時に友人

の 「厚意 を謝 して今後決 して白色の鯉を殺 しはしない」 という,友 達同士の

純粋な気持 ちを込めた特定の鯉だ。白い鯉である以上,途 中赤色や黒色など

に変わる筈がない。なのに 「白色のまま」と強調するのは,鯉 は依然 として,

普通の鯉 と違って,友 人の厚意 と「私」の謝意 との問 にしか成立できない「白

色の鯉」だ,と 物語 っているのではないか。

氷の上 に絵 を描 くこの時 も,白 色以外に,如 何なる色 も取 り上げられてい

ない。白一色は,ま さに鯉の清 らかな体,静 かに降る雪,凍 った氷の冷たさ

が感 じられる色だ。何回 も出て くる 「白色」 に,氷 の上 に描かれる鯉 の絵を

重ね合わせて,「 私」の心の状態 も浮 き出させ る。「白色」を常に敏感 に感 じ

ている 「私」は,き っと淋 しいに違いない。学生たちの 「健康な肢体 と朗 ら

かな水泳の風景 とをながめて」,し ぼしぼ 「深い嘆息をもらした」「私」,「ひ

どく孤独で」あった 「私」は,実 に淋 しげに見えて くるのだ。

このように繰 り返 されてくると,噛 色」は如何にもしみ じみとした淋 しい

感情的な色彩 に思われて くる。「白色」をこのように重ねて使 うことが,「 私」

の心象の表現 として,鮮 やかに浮かび上がる。

また 「白色」は,「私」と青木の純粋な友情 を表現 している。失職 してひと

りぼっちになった 「私」の心情 をも表 している。小林秀雄の語った 「肉体的

な生々 しい心」 と 「一種の生理的哀愁」は,こ の 「白色」 という言葉 によっ

て,効 果を強めた といえる。まさしく1つ の言葉を用いなが ら,「同時に数個

の効果をもつ」8)手法によって,こ んな奥行 きの深い味わいを醸 し出した。

絵ができ上がると,鯉 の鼻先に 「 」何か書きっけたい と思っ

たがそれは止 して,今 度は鯉の後に多 くの鮒や目高が遅れ まいと纏って

ゐるところを描 き添へた。

8)ウ ィ リア ム ・エ ンプ ソン 『曖 昧 の七つ の型 』(岩 崎宗 治訳,研 究社,1985年),

5ペ ー ジ。
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けれ ど鮒や目高達の如何に愚かで惨めに見 えた ことか!彼 等は鰭がな

かった り目や口のないものさへあった。私はすっか り満足 した。

鯉の鼻先にもし文字を書 きつけれぼ,ど んな文字で一番 「私」の気持ちを

表すことができるだろうか。「私」自身 も思いつかないから,や むをえず 「止

した」のではないか。あるいは作品 としてはわざと「私」の思いを「 」

という形で隠 したのだろう。ここには 「曖昧」の表現効果の外 に,余 白で急

に流れのテンポを止めることによって,リ ズム効果 をもた らしている。

大 きな鯉 と見すぼらしい雑魚の絵を描いた ことに「すっか り満足 した」「私」

の仕業は,子 供 じみた行為で,愚 か しくも見えるし,気 違いにも見える。 こ

こを単なる1つ の孤立した場面 と考えるなら,そ のようなおかしい笑いしか

催 されないだろう。鯉 をめぐって展開された友人 と 「私」 との屈折した関係

を考慮に入れると,こ ういうユーモアを生み出す描写が,「 私」の淋しい,悲

しい気持ちをある深い形で浮かび上が らせる。織田正吉の言った 「おか しさ

といっしょにさびしさが同居 し」,「笑いと同居する人生の哀愁」9)なのだ。

「満足」 とい う言葉は 「望みがかなって不平のないこと」,「 みちた りるこ

と」10)という2つ の意味がある。中国語 としてそれぞれ 「満意」と 「満足」を

訳すことができる。「満意」よ り「満足」の方が作品の意味により近い と考 え

る。

「私」の淋 しい気持ちは鯉の絵を描 くという1つ の代償行為によって,満 た

されたが,す べてが解消されたわけではない。『鯉』の中国語訳は,こ こでは

「我感到非常満意。」11)と訳 されている。そうすると「笑いと同居する人生の哀

愁」の深い味が出な くなると思 う。それ よりは,「我感到恨高的満足。」 と訳

した方がいい と思 う。「すっか り」を 「恨高的」と訳 したのは,量 的な意味を

9)織 田正吉 『笑 い とユ ーモ ア』(ち くま文庫,1990年),239ペ ー ジ。

10)久 松 潜一 ・佐 藤謙i三 『角川 国語辞 典 』新 版(1974年),977ペ ー ジ。

11)井 伏 鱒二 原作 「鯉 」,森 紀 子 ・趙 平 ・邪衛 訳 注,『 日語 学習与 研 究』(『日本語 学

習 と研 究』,北 京対外 貿 易大 学 出版 社,1982年3期),68ペ ー ジ。
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表す 「非常」 より,質 をより表 していると考えているか らだ。

プールの場面で 「私」は,鯉 の泳 ぐ雄姿によって,自 分の思いを成就する

ことができた。 しか し,見 て感 じただけでは自分の達成感 を表現することに

はならない。「私の鯉」を力強 く表現したかった。

大 きな鯉を描いた ことで,鯉 に抱いてきた 「私」の友人への深い思いは,

「私」の心の中にきちんとしっか り収 まった。立派で大 きな鯉の絵に,夏 のプー

ルで成就 された感動を氷の上で もう一度味わ うことがで きた。友を失った淋

しい思いを埋めることはできな くても,鯉を描かずにはいられなかった。「私」

の思いは深 くて切なかった。

「私」の孤独感,淋 しい空白は,踊 り上がる大 きな鯉 のイメージで,こ の時,

「すっか り」満たされたのだ
。悲 しくて,美 しい気持ちである。

このように,『鯉』は一見やさしい語句や表現から構成されているが,そ の

平易な語句の後 ろに隠されている部分がある。如何にその部分を見出すかが,

『鯉』を理解するための鍵になる。「噛みしめれば深い味わいの出て くる」12)(長

谷川泉)素 晴 らしい作品ではないか。

3「 鯉」 の指導

前節の作品分析 を踏まえて,表 現課題方式による 『鯉』の指導案を次のよ

うに考える。対象 は上級 日本語の課程にある中国人学習者 とする。

表現課題方式 とは,「場面」と作品全体の構造を一番はっきりと示 している

表現に注目し,な ぜそうした表現になっているのか,な ぜそうした表現が必

要なのか,ま た この表現が二重,三 重の意味を含んでいるのではないか,一

といった課題を設 けて,授 業で討論 し,追 究してい く方式だ。 ここでいう場

面 とは,作 品展開の質的な転換であり,こ こで しか区切れない一つのまとま

12)長 谷 川泉 「鯉 一 近 代名 作鑑 賞(9ト 」,『解釈 と鑑 賞』(第23巻9号,至 文 堂,

1958年9月),141ペ ー ジ。



248 人 文 研 究 第95輯

りなのだ。

必要 となる課題は,① 場面の内部 にある,部 分の理解 と関わる表現の巧み

さ ・膨 らみに注目する部分課題,② 各場面全体の理解 と関わる場面課題,③

作品全体の核 となる構造課題 一 ととらえ,3つ のレベルに分けて考 える。

課題設定の方式には,1.作 品中の表現を他の表現 と入れ替えたものや抜

き取 った ものを原文 と比較 して,も との表現が意味す るものを理解する 「想

像的破壊」の課題,2.作 品中の 「曖昧」表現 を一義的な表現や同義 に思え

そうな他の形 に置き替 えたものを原文 と比較 して,も との表現の持つ膨 らみ

と広が りを読み取る 「『曖昧』の読み取 り」の課題,3.多 くの描写から,同

質の描写を対照的に整理 し,表 現の意味 と効果を明 らかにする「描写の類型」

の課題,4.同 じような題材やス トー り一などの作品,描 写手法 を比較して

読む 「較べ読み」の課題がある。

作品をこのように理解 させるには,指 導する全体の流れを次のようにした

い 。

1導 入 教師が作家井伏鱒二について簡単な紹介をする。

通読 作品全体 を通 し読みする。

II第 一の段階の読み 表現の読み取 り。

III第 二の段階の読み 作品の読み取 り。

では,II,IIIに ついて示す。

II第 一の段階の読み

部 分 課 題1「 鯉 は そ の 度 毎 に 口 を開 閉 さ して 安 息 な呼 吸 を し て ゐ た 。」

(p2,14行 一15行)と あ り ます 。

「口 を 開 閉 して 」と比 較 して
,ど う違 うか を述 べ て くだ さい 。

答 「口を開閉 して」は単なる自然の現象だ。「口を開閉さして」は鯉
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の意志を感 じさせる。「私」にはこの鯉をただ自然物 と見ているの

ではなく,心 を持っている存在だと思っている効果がある。

ねらい 鯉 を特別な存在 として認識する。

場面課題1「 鯉 は私の洗面器の水 と共に池の中に深 く入った。」(p3,7

行)と いう表現を,次 のように書き換えた とします。

「鯉 は 池の中に深 く入った。」

元の文 はどんな効果を持っていると思いますか?

答

ねらい

友人の愛人の広い泉水 と比べて,「私の洗面器の水」はほんの僅か

だ。それにして もこれか ら鯉のすみかである泉水に,自 分の持っ

ていった水 を加えると,「魚の所有権は必ず私の方にある」という

力説を形 として,さ らに私 と鯉 との繋が りを強調する効果がある。

表現のコントラス トによる面白さに注目し,「所有権」を主張する

「私」の心情 と 「疎ましい顔色をした」友人の気持 ちを察する。

部分課題2「 私 は一刻 も早 く彼の愛人の家の泉水から白色の鯉 を持っ

て帰 りたいと思った。」(p4,4行 一5行)と あります。そ

の理由は何ですか?

答

ね らい

「青木南八が私 に対 して疎 ましい顔色 をしたのは,嘗て鯉の ことに

ついて一度だけであったか らである。」と書いているが,そ れは理

由ではない。鯉を大切 にするという友人 との約束を果たすため,

また友人の形見 として鯉を取 り戻 したいのだ。

結果 と理由がずれている表現効果に注目する。

部分課題3 「(青木の霊魂が私を誤解 してはいけないので,こ こに手紙

の全文を複写する)」(p4,7行 一8行),「(青 木の霊魂が彼
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の 愛 人 を誤 解 し て は い け な い の で,こ こに そ の 全 文 を記 載

す る)」(p4,14行 ～p5,1行)と あ ります 。

この 二 回 ほ ど繰 り返 され て い る部 分 が な い の と あ る の と を

比 較 し て くだ さ い。 あ る と,ど うい う効 果 を持 ち ま す か?

答 読み手だけを意識 して,ス トレー トに手紙 を書けぼ,な にも 「誤

解」 を招 く筈はない。わざと悶着が起 こりそうな不必要なほどの

配慮を見せると,か えって 「誤解」を引き起 こしやすい効果にな

る。

ね らい 表現の面 白さに注 目し,「私」の複雑な立場 と微妙な心の動 きを読

み取る。

場面課題2「 ところが鯉は夕暮れ近 くなって釣ることができたので,私

は随分多 くの枇杷を無断で食べて しまったわけである。」

(p5,11行 一13行)と あ ります。「わけ」の表現効果を説

明 して ください。

答 「わ け」は必然的にそうなったというニュアンスがある。この表現

によって,枇 杷を無断でた くさん食べてしまった ことは 「私」の

責任ではな くなる効果 を作 り出すことができた。「私」は枇杷を食

べることを止めれぼいいのに。なにも必然的にそうなったのでは

ないのに。笑いを誘 う見事な表現だ。

ねらい 友人を意識 して,堅 苦 しく手紙 を書いた り,「証拠」を持 って くる

べきだ と「私」が考えた りしていたほどの緊張感 を解 きほぐして,

一種ののびやかな雰囲気を感 じさせる。 この くだ りが果たしてい

る役割に注意し,理 解する。

部分課題4「 私 は最早失職 してゐたので,こ の見物は私 にとって最 も適
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切 な もの で あ った 。」(p6,3行 一4行)と あ り ます 。

文 中 の 「適 切 」 の ニ ュ ア ンス を説 明 して くだ さい 。

答

ね らい

「適切」はぴったり適合する様子 を意味するが,こ こではむしろ同

一語の自嘲的な響 きを利用 している。「適切」と言いなが ら,実 際

は不適切だ というのである。

表現の膨 らみに注 目し,「私」の 「ひどく孤独である」ことを理解

する。

部分課題5「 こんな場合 には誰 しも,自分はひどく孤独であると考へた

り働かなければいけないと思った り,或 はふところ手をし

て永いあひだ立ち止った りするものである。」(p6,13行 一

15行)と あ ります。

「こんな場合」の中味 を述べて ください。

答 友 も職 も失ってしまい,学 生たちの元気で朗 らかな姿に嘆 くしか

できない日々を過 ごしている 「私」の状況。

ねらい 表現の膨 らみを読み取 り,「私」の境遇 を適切に理解す る。

場面課題3「 私 の所有 にかか る鯉 をどんなに偉 く見せたか もしれな

かったのだ。」(p7,6行 一7行)と いう表現を,次 のよう

に書 き換えたとします。

「 鯉 をどんなに偉 く見せ たか もしれな

かったのだ。」

元の文はどんな効果を持っていると思いますか?

答 鯉の 「所有権」を力んで主張 した場面をあらためて想起させ られ

る。友人への思い,鯉 を通 じて様々に悩んで,苦 しんで,心 配 も
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してきた 「私」の気持ちを浮 き彫 りにする。

鯉を通 して 「私」と友人の友情を述べてきたこれまでの場面か ら,

鯉は 「私」の心情 を託す精神的な象徴 として 「私」 と関わってい

く場面への転換に注意する。

部分課題6「 小石は軽 く投 げれぼ速やかに氷の上 を滑って冷たい音を

たてた。 また力 をいれて真下に投げつけると,こ れは氷の

肌にささった。」(p7,12行 一14行)と あります。

この くだ りの表現 はどんなイメージと効果を持っていると

思いますか?

答

ねらい

「冷たい音」や 「氷の肌」などの表現は,作 品に清例なイメージを

与 える。 また大人の仕業 らしくない行為だが,「 私」の淋 しい気持

ちをよ く表している。

表現の美 しさに注 目する。

場面課題4「 長 さ三間以上 もあらうといふ魚の絵であって,私 の考へで

は,こ れは私の白色の鯉であった。」(p8,1行 一2行)と

あります。

鯉についての 「白色」 という修飾語が作品中に何度 も出て

います。それ らを抜き出した上,そ の表現効果を指摘して

ください。

答 「真白い色」,「白色」,「白色のまま」など,全 部で9箇 所。

「白」 は鯉の物理的な色だが
,友 情の純粋 さを示唆するとともに,

「私」の孤独 さを匂わせるに相応 しい色である。それを重ねて使 う

と,「私」 と友人 との友情 を暗示し,「私」のなん ともいえない淋

しい心を表す効果をいっそう強めることができる。
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ね らい 「私 」の心 象 の表 現 と して,イ メ ー ジ を くっ き り と鮮 や か に飾 る「白

色 」 とい う言 葉 の働 き に注 目 す る。

扮

筋

備

甑

錐

に

鑑
11

構

1

〈

構造課題 この物語のや ま場 は,鯉 が広びうとしたプールの中を悠々

と泳いでいる姿に感動す る,と いうところなので,こ の物

語はここで終わって もいい筈です。 しかし,そ のあとに氷

の上に絵 を描 くという場面が続 きます。

この場面がある場合(B)と ない場合(A)と を両方考え

て,そ の効果を指摘して ください。

答A友 人 とかかわ りのある鯉の泳 ぐ雄姿に感動 して終わると,失 意 ・

寂蓼感 を抱 きながら,突 如 として湧き上がる 「私」の感動 と昂揚

した気分が紙面に広が り,そ れまでの作品全篇を覆 うペーソスを

交えたユーモアの流れか らはずれ,ハ ッピーエン ドになる。

B感 動を厳 しい冬にまで持ち続 け,代 償行為 に秘めた言い切 れない

哀愁が,作 品の最後 まで流れ,深 い余韻を持つ結末 になる。

『鯉』の理解を深めるために,作 品に書かれている語句や構成 を手掛か りと

して,作 品のイメージを読み手が自ら作 り,膨 らませていけるような指導案

を作成 した。今後,こ の指導案を生か して,授 業を実践 したい。


